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4 鳥井地区

(1)基本層序 (第408図 )

大柿遺跡は吉野川とその北岸から流れ込む支流によって形成された中洲性の微高地上に立地してい

る。鳥井地区は大柿遺跡の調査区内に存在している二つの微高地の内、西側の微高地の南端部分付近に

位置しており、現地表面の標高は北側の高いところで約81m、 吉野川寄りの南側で80m弱を測る。地形

は南の吉野川に向かって緩やかに傾斜しており、調査区内においては調査区グリッドの西端のKラ イン

東端のPラ インとを結ぶ線を境として、土層の南側への急な落ち込みが観察されている。遺構面は北側

の微高地上では 1面、南側の一段下がつた部分では10面確認されており、水田跡が検出されている。今

回報告するのは 1～ 7面 までの遺構面である。

(2)遺構と遺物

① 第 1遺構面 (第411～ 472図 )
第 1遺構面からは掘立柱建物 1棟、土坑46基、土娠墓43基、小穴524基、焼± 4基、溝 4条、水田25

枚、不明遺構11基が検出された。

a)掘立柱建物

1号掘立柱建物 (SA1001)(第 473図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・15,6、 J5'6グ リッドで検出された。側柱式で主軸はN-82°―Eに向いてい

る。梁間 2間 (364cm)×桁行 3間 (578cm)で床面積は21♂ である。柱間寸法は梁間182cm、 桁行193cm

を測る。柱内の埋土は暗灰黄色粘性砂質土、 1層 である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

b)上坑

2号土坑 (SK1002)(第 474図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・04グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な楕円形で、長軸165cm、 短

軸104cm、 深さ19cmを 測る。断面形状は船底状である。埋土は3層 に分層され、 1層 暗灰黄色粘性砂質

土、 2層暗灰責色粘性砂質土、 3層責褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

3号土坑 (SK1003)(第 475・ 476図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・05グ リッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、直径104cm、 深さ14cmを測

る。断面形状は浅い逆台形である。埋土は 2層 に分層され、 1層 オリーブ褐色粘性砂質土、 2層 オリー

ブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の釜である。
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6号土坑 (SK1006)(第 477・ 478図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N5グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な長楕円形で、東端をsP1080

に切られている。残存値で長軸170cm、 短軸84cm、 深さ22cmを測る。断面形状は浅い逆台形である。埋

土は3層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、 2層 にぶい黄褐色粘性砂質上、 3層褐色粘性砂質土であ

る。上面からは握り拳大の砂岩礫が多く検出されている。

(遺物)1は土師器の杯である。 2は陶器の甕である。

10号土坑 (SK1010)(第479'480図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM5グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸90cm、 短軸46cm、 深さ21

cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は2層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、2層黄褐色粘性

砂質土である。中央部に握り拳大の砂岩礫を含んでいる。

(遺物)1は土師器の小皿である。

11号土坑 (SK1011)(第481・ 482図 )

(遺構)Loc,1・ βⅢ
oM5グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、南端をsP1074に 切 られてい

る。断面形状は逆台形である。残存値で長軸98cm、 短軸58cm、 深さ22cmを測る。埋土は 2層 に分層さ

れ、 1層黄褐色粘性砂質上、 2層 オリーブ褐色粘性砂質上である。

(遺物)1は土師器の釜である。 2は土師器の鍋である。

13号土坑 (SK1013)(第483・ 484図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM5グリッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、東端をsK1014に切られてい

る。残存値で直径82cm、 深さ16cmを測る。埋土は2層 に分層され、 1層責褐色粘性砂質土、2層黄褐色

粘性砂質土である。

(遺物)1は須恵器の甕である。

16号土坑 (SK1016)(第 485図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・M6グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、西側は削平されている。残存

値で長軸72cm、 短軸50cm、 深さ14cmを 測る。埋土は 3層 に分層され、 1層責褐色粘性砂質土、 2層 オ

リーブ褐色粘性砂質上、 3層オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

21号土坑 (SK1021)(第486図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oN6グ リッドで検出された。平面形状は隅九方形で、直径78cm、 深さ21cmを測

る。断面形状は逆台形である。埋土は3層 に分層されており、 1層 オリーブ褐色砂質土、 2層褐色粘性

砂質土、 3層責褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。
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28号土坑 (SK1023)(第 487図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N8グ リッドで検出された。平面形状は隅丸長方形とみられ、南半部をsT1026に

切られる。残存値は長軸72cm、 短軸48cm、 深さ12cmを測る。埋土は2層 に分層され 1層 オリーブ褐色砂

質土、 2層黄褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

29号土坑 (SK1029)(第 488図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・M8グ リッドで検出された。平面形状は長精円形で、北東部分をsK1028,ST1026

にそれぞれ切られている。残存値で長軸128cm、 短軸40cm、 深さ12cmを測る。埋土は2層 に分層されて

おり、 1層 オリーブ褐色砂質土、 2層黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

31号土坑 (SK1031)(第 489図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・M8グリッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸84cm、 短軸61cm、 深さ50

cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は2層 に分層され、 1層褐色砂質土、2層 にぶい黄褐色砂質

上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

32号土坑 (SK1032)(第 490図 )

(遺構)L8グ リッドで検出された。平面形状は精円形で、長軸102cm、 短軸70cm、 深さ36cmを測る。断

面形状は船底状である。埋土は 3層 に分層され、 1層 オリーブ褐色砂質土、 2層 にぶい責褐色砂質土、

3層暗オリーブ褐色砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

34号土坑 (SK1034)(第 491図 )

(遺構)Loc,1・ βⅢ
,M8グ リッドで検出された。平面形状は長楕円形で、長軸90cm、 短軸42cm、 深さ

20cmを沢1る。断面形状は逆台形である。埋土は 3層 に分層され、1層 オリーブ掲色砂質上、2層黄褐色

粘性砂質上、 3層黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

35号土坑 (SK1035)(第492図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
,M8グリッドで検出された。平面形状は長楕円形とみられるが、中央部をsK1034

に、南端をsK1033に それぞれ切られている。残存値で長軸108cm、 短軸40cm、 深さ18cmを測る。坦土は

3層 に分層され、 1層 オリーブ褐色粘性砂質土、 2層オリーブ褐色粘性砂質上、 3層黄褐色粘性砂質土

である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。
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36号土坑 (SK1036)(第 498図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N8グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、東端をsK1037に 切られてい

る。残存値で長軸92cm、 短軸76cm、 深さ42cmを測る。埋土は4層 に分層され、 1層 オリーブ褐色粘性砂

質土、 2層責褐色粘性砂質土、 3層黄褐色粘性砂質土、 4層 オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

37号土坑 (SK1037)(第 494図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N8グリッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、直径104cm、 深さ36cmを 測

る。断面形状は長方形である。埋土は4層 に分層され、 1層褐色粘性砂質土、 2層 オリーブ褐色粘性砂

質土、 3層 オリーブ掲色砂質土、 4層責褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

38号土坑 (SK1038)(第 495'496図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oN8グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸76cm、 短軸54cm、 深さ14

cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は3層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、2層責褐色粘性

砂質土、 3層オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は須恵器の鉢である。

44号土坑 (SK1044)(第 497図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・K16グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸124cm、 短軸106cm、 深さ

22cnaを測る。断面形状は逆台形である。埋土は2層 に分層され、1層黄褐色粘性砂質土、2層暗灰責色

シルトである。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

45号土坑 (SK1045)(第 498・ 499図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・17グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な楕円形で、残存値で長軸108

cm、 短軸63cm、 深さ24cmを測る。埋土は4層 に分層され、 1層黄褐色砂質土、2層暗灰黄色砂質土、 3

層暗灰責色砂質上、 4層灰オリーブ砂質土である。

(遺物)1は土師器の杯である。 2は須恵器の甕である。

c)土壊墓

1号土境墓 (ST1001)(第 500図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・04グ リッドで検出された。平面形状は長楕円形で、長軸146cm、 短軸78cm、 深

さ16cmを測る。断面形状は船底状である。埋土は 2層 に分層され、 1層 にぶい黄色粘性砂質上、2層 オ

リープ褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。
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2号土墳墓 (S¬ 002)(第501図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
。04グ リッドで検出された。平面形状は隅丸長方形で、長軸127cm、 短軸72cm、

深さ12cmを 測る。断面形状は長方形である。埋土は 2層 に分層され、 1層オリーブ掲色粘性砂質土、2

層オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

3号土渡墓 (ST1003)(第 502図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・04グ リッドで検出された。平面形状は隅九長方形で、長軸■6cm、 短軸70cm、

深さ19cmを測る。断面形状は船底状である。埋土は3層 に分層され、 1層 オリーブ褐色粘性砂質土、2

層褐色粘性砂質上、 3層褐色粘性砂質土である。

(遣物)図化可能な遺物は出上していない。

4号土壊墓 (ST1004)(第 503・ 504図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N4グ リッドで検出された。平面形状は長楕円形で、長軸134cm、 短軸48cm、 深

さ18cmを 測る。断面形状は逆台形である。埋土は4層 に分層され、 1層責褐色粘性砂質土、2層黄褐色

粘性砂質土、 3層 オリーブ褐色粘性砂質土、 4層 オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は鉄製の釘である。

5号土境墓 (ST1005)(第 505図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N4グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で長軸186cm、 短軸94cm、 深さ28

cmを測る。中央部にピット状の堀込みが認められ、断面形状は二段形である。埋土は2層 に分層され、

1層暗灰黄色粘性砂質土、 2層 にぶい黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

7号土壊墓 (ST1007)(第 506・ 507図 )

(遺構)Locユ・βⅢ
°M4グ リッドで検中された。平面形状は楕円形で北側をsP1053に 、東側をsP1054

にそれぞれ切られている。残存値で長軸148cm、 短軸90cm、 深さ14cmを測る。断面形状は船底状である。

埋土は2層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、 2層黄褐色粘性砂質上である。

(遺物)1は陶器の甕である。

8号土墳墓 (ST1008)(第 508・ 509図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM4グ リッドで検出された。平面形状は楕円形とみられるが西側は調査区外に延

びている。残存値で長軸156cm、 短軸152cm、 深さ28cmを測る。埋土は3層 に分層され、 1層黄褐色粘性

砂質上、 2層 オリーブ褐色粘性砂質土、 3層オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の釜である。 2は土師質の平瓦である。

9号土墳墓 (ST1009)(第 510図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・M4グ リッドで検出された。平面形状は長楕円形で、長軸212cm、 短軸112cm、 深
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さ27cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は 3層 に分層され、

粘性砂質土、 3層黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

1層灰責色粘性砂質土、2層灰黄色

11号土境墓 (S¬ 011)(第511図 )

(遺構)Loc.1・ β Ⅲ
oM5グリッドで検出された。平面形状は精円形で、東端をsK1016に 、西端をsK1014

に、それぞれ切られている。残存値で長軸112cm、 短軸86cm、 深さ34cmを測る。埋土は4層 に分層され、

1層黄褐色粘性砂質上、 2層責褐色粘性砂質土、 3層黄褐色粘性砂質上、 4層 オリーブ褐色粘性砂質土

である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

12号土境墓 (ST1012)(第 512・ 513図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L6グリッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸108cm、 短軸64cm、 深さ31

cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は 3層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、2層責褐色粘性

砂質土、 3層褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は須恵器の椀である。

13号土渡墓 (ST1013)(第 514・ 515図 )

(遺構)Loc,1・ βⅢ・L6グ リッドで検出された。平面形状は隅丸長方形で、長軸106cm、 短軸78cm、 深

さ48cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は 2層 に分層され、1層 オリーブ褐色砂質上、2層 にぶ

い黄褐色砂質上である。

(遺物)1は土師器の鉢である。 2は須恵器の椀である。

14号土境墓 (S¬ 014)(第 516・ 517図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L6グリッドで検出された。平面形状は楕円形で、北西隅をST1013に 切られてい

る。残存値で長軸86cm、 短軸64cm、 深さ38cmを 測る。断面形状は逆台形である。埋土は 2層 に分層さ

れ、 1層 オリーブ褐色砂質土、 2層 にぶい責褐色砂質土である。

(遺物)1は須恵器の壼である。

15号土墳墓 (ST1015)(第 518・ 519図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L6グ リッドで検出された。平面形状は長楕円形で、長軸168cm、 短軸49cm、 深さ

28cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は2層 に分層され、1層 オリーブ褐色砂質土、2層 にぶい

黄褐色砂質上である。

(遺物)1は土師器の椀である。

16号土壊墓 (ST1016)(第 520図 )

(遺構)Loc。 1・ βⅢ
oM6グ リッドで検出された。平面形状は隅丸長方形で、長軸164cm、 短軸77cm、

深さ46cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は層に分層され、 1層オリーブ褐色砂質土、2層 にぶ
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い黄褐色砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

20号土境墓 (ST1020)(第 521・ 522図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM6グ リッドで検出された。平面形状は長楕円形で、西端をsP■ 44に切られてい

る。残存値で長軸160cm、 短軸75cm、 深さ14cmを 測る。埋土は2層 に分層され、 1層 オリーブ褐色砂質

土、 2層責褐色粘性砂質上である。

(遺物)1は土師器の小皿である。 2は 白磁の碗である。

21号土境墓 (ST1021)(第 523図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N6グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、東側をsK1021に切られてい

る。残存値で長軸133cm、 短軸84cm、 深さ24cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土はオリーブ褐色

砂質土、 1層である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

22号土壊墓 (ST1022)(第 524・ 525図 )

(遺構)Loc■ ・βⅢ・M7グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸116cm、 短軸68cm、 深さ

22cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は2層 に分層され、1層オリーブ褐色粘性砂質土、2層黄

掲色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の椀である。

24号土境墓 (ST1024)(第 526図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N8グリッドで検出された。

残存値で長軸155cm、 短軸74cm、 深さ14cmを測る。

1層である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

平面形状は楕円形で、東側をsT1025に切られている。

断面形状は逆台形である。埋土は黄褐色粘性砂質土、

25号土境墓 (ST1025)(第 527・ 528図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N8グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な長楕円形で、長軸134cm、

短軸66cm、 深さ12cmを測る。断面形状は船底状である。埋土はオリーブ褐色砂質土、 1層 である。

(遺物)1は土師器の杯である。

26号土境墓 (S刊 026)(第529図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N8グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、南側をsP1308に 切られている。

残存値で長軸130cm、 短軸68cm、 深さ20cmを波1る。断面形状は西側が二段になる逆台形である。埋土は

4層 に分層され、 1層 オリーブ褐色粘性砂質土、 2層オリーブ褐色砂質上、 3層黄IfB色粘性砂質土、4

層黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。
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28号土境墓 (ST1028)(第 530・ 531図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・M8グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な楕円形とみられるが、東端

をsT1029に 、南端をsT1030に 、それぞれ切られている。残存値で長軸94cm、 短軸62cm、 深さ34cmを測る。

埋土は 3層 に分層され、 1層 にぶい黄褐色粘性砂質上、 2層褐色粘性砂質土、 3層褐色粘性砂質上であ

る。

(遺物)1は土師器の杯である。

29号土渡墓 (ST1029)(第 532図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM8グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸149cm、 短軸82cm、 深さ

44cmを測る。断面形状は船底状である。埋土は2層 に分層され、1層 オリーブ褐色砂質土、2層 にぶい

黄掲色砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

30号土渡墓 (ST1030)(第 533図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L8グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、北東部をsT1029に 切られてい

る。残存値で長軸104cm、 短軸64cm、 深さ44cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は3層 に分層さ

れ、 1層 にぶい黄褐色砂質土、 2層責褐色砂質土、 3層暗オリーブ褐色砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

31号土境墓 (ST1031)(第 534図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・M8グ リッドで検出された。平面形状は長精円形とみられ、南狽1は調査区外に延

びている。残存値で長軸127cm、 短軸59cm、 深さ20cmを 測る。断面形状は逆台形である。埋土は 2層 に

分層され、 1層 オリーブ褐色砂質土、 2層 オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

35号土境墓 (S¬ 035)(第535。 536図 )

(遺構)Loc.1・ βⅣ・N2グ リッドで検出された。平面形状は隅九長方形で、長軸122cm、 短軸72cm、

深さ28cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は 5層 に分層され、 1層灰黄色粘性砂質土、2層責褐

色粘質土、 3層オリーブ褐色粘土、 4層黄褐色粘質土、 5層暗灰黄色シルトである。

(遺物)1は土師器の小皿である。

36号土娠墓 (ST1036)(第 537図 )

(遺構)Loc■・βⅣ・N2グリッドで検出された。平面形状は楕円形で、西端をsT1035に 切られている。

残存値で長軸132cm、 短軸92cm、 深さ31cmを測る。埋土は 5層 に分層され、 1層灰黄褐色砂質土、 2層

黄褐色粘質上、 3層 オリーブ褐色粘土、 4層黄褐色粘質土、 5層暗灰責色シルトである。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。
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37号土境墓 (ST1037)(第 538・ 539図 )

(遺構)Loc.1・ βⅣ
oM5グ リッドで検出された。平面形状は楕円形とみられるが、東半部は調査区外

に延びている。残存値で長軸150cm、 短軸112cm、 深さ38cmを測る。埋土は3層 に分層され、 1層灰黄色

粘質土、 2層黄褐色シルト、 3層暗灰黄色シルトである。

(遺物)1は白磁の碗である。

39号土壊墓 (ST1039)(第 540図 )

(遺構)Loc.1・ β Ⅲ o M20グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸230cm、 短軸158cm、 深さ

26cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は 3層 に分層され、1層黄褐色砂質土、2層 オリーブ褐色

粘性砂質土、 3層 オリーブ褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

40号土渡墓 (ST1040)(第 541図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・K19グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸128cm、 短軸94cm、 深さ

22cmを測る。断面形状は船底状である。埋土は3層 に分層され、1層責褐色砂質土、2層暗灰責色粘性

砂質土、 3層暗灰責色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

41号土境墓 (ST1041)(第 542図 )

(遺構)Loc.1・ β Ⅲ oL17グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な楕円形で、長軸170cm、 短軸

104cm、 深さ28cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は4層 に分層され、1層暗灰責色粘性砂質上、

2層暗灰責色粘質土、 3層責褐色粘質土、 4層責掲色粘質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

42号土境墓 (ST1042)(第 543図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・Jllグ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸162cm、 短軸116cm、 深さ

21cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は3層 に分層され、1層 オリーブ褐色砂質土、2層 オリー

プ褐色粘性砂質土、 3層オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

43号土壊墓 (ST1043)(第 544・ 545図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ oJ6グ リッドで検出された。平面形状は隅丸長方形で、長軸100cm、 短軸64cm、 深

さ12cmを測る。断面形状は逆台形である。坦土は3層 に分層され、 1層 オリーブ褐色粘性砂質土、2層

黄褐色粘質土、 3層黄褐色粘質上である。

(遺物)1は須恵器の杯である。
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d)小穴

28号小穴 (SP1028)(第 546・ 547図 )

(遺構)Loc.卜 βⅢ・N5グ リッドで検出された。平面形状は円形で、直径26cm、 深さ18cmを測る。底

部の形状は平底である。埋土は 2層 に分層され、 1層黄褐色砂質土、 2層黄褐色砂質上である。

(遺物)と は須恵器の椀である。

52号小穴 (SP1052)(第 548・ 549図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・M4グ リッドで検出された。平面形状は円形で、直径46cm、

部の形状は平底である。埋土は3層 に分層され、 1層 にぶい黄褐色粘性砂質土、

質土、 3層褐色粘性砂質上である。遺構底面付近から遺物は出土している。

(遺物)1・ 2は土師器の杯である。

65号小穴 (SP1065)(第 550・ 551図 )

(遺構)Loc.卜 βⅢ・N5グ リッドで検出された。平面形状は円形で、直径34cm、

部の形状は平底である。埋土は4層 に分層され、 1層 にぶい黄褐色粘性砂質土、

砂質土、 3層オリーブ褐色粘性砂質上、 4層責褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は白磁の碗である。

深さ16cmを測る。底

2層 にぶい黄色粘性砂

深さ27cmを測る。サ真

2層 にぶい責褐色粘性

81号小穴 (SP1081)(第 552・ 553図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N5グ リッドで検出された。平面形状は円形で、直径24cm、 深さ35cmを測る。底

部の形状は平底である。埋土は2層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、 2層褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は須恵器の椀である。

83号小穴 (SP1083)(第 554・ 555図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oN5グ リッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、直径30cm、 深さ28cmを測

る。底部の形状は北側が二段となっている。埋土は 3層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、 2層 オ

リーブ褐色粘性砂質上、 3層オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の釜である。

85号小穴 (SP1085)(第 556図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N5グ リッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、直径86cm、 深さ30cmを測

る。底部の形状は平底である。埋土は4層 に分層され、 1層 にぶい黄褐色粘性砂質土、 2層 にぶい黄褐

色粘性砂質土、 3層 オリープ褐色粘性砂質上、 4層黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

86号小穴 (SP1086)(第 557・ 558図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N5グ リッドで検出された。平面形状はほlF円形で、直径37cm、 深さ12cmを 測

る。底部の形状は平底である。埋土は 2層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、 2層責褐色粘性砂質土
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である。

(遺物)1は土師器の杯である。

93号小穴 (SP1093)(第 559・ 560図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM6グ リッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、東端をsP1095に 切られてい

る。直径は32cm、 深さ26cmを測る。埋土は 2層 に分層され、 1層暗灰黄色粘性砂質土、2層責褐色粘性

砂質上である。

(遺物)1は土師器の杯である。 2は須恵器の椀である。

105号小穴 (SPl105)(第 561・ 562図 )

(遺構)Loc,1・ βⅢ・M6グ リッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、南側をsK1019に切られてい

る。直径42cm、 深さ44cmを測る。底部の形状は平底である。埋土は 5層 に分層され、1層黄褐色粘性砂

質土、 2層責褐色粘性砂質土、 3層責褐色粘性砂質土、 4層黄褐色粘性砂質土、 5層 オリーブ褐色粘性

砂質土である。

(遺物)1は土師器の杯である。

116号小穴 (SPll16)(第 563・ 564図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM7グ リッドで検出された。平面形状は円形で、直径40cm、 深さ40cmを波1る。底

部の形状は九底である。埋土は 5層 に分層され、 1層責褐色砂質土、 2層オリーブttS色粘性砂質土、 3

層責褐色粘性砂質土、 4層黄褐色粘性砂質土、 5層責褐色粘性砂質上である。

(遺物)1は土師器の小皿である。 2は黒色土器の椀である。

146号小穴 (SPl146)(第 565・ 566図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM6グ リッドで検出された。

部の形状は平底である。埋土は 2層 に分層され、

(遺物)1は土師器の鍋である。

147号小穴 (SPl147)(第 567・ 568図 )

(遺構)Loc,1・ βⅢ・N6グ リッドで検出された。

部の形状は平底である。埋土は2層 に分層され、

(遺物)1は土師器の鍋である。

158号小穴 (SPl158)(第 569図 )

(遺構)Locユ・βⅢ・N6グ リッドで検出された。

部の形状は平底である。埋土は 3層 に分層され、

砂質土、 3層 オリーブ褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

平面形状は円形で、直径28cm、 深さ17cmを測る。底

1層責褐色砂質土、 2層褐色粘性砂質土である。

平面形状は円形で、

1層黄褐色砂質土、

直径24cm、 深さ10cmを測る。底

2層褐色粘性砂質土である。

平面形状は円形で、直径86cm、 深さ25cmを測る。底

1層 オリーブ褐色粘性砂質土、 2層オリーブ褐色粘性
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159号小穴 (SPl159)(第 570・ 571図 )

(遺構)Loc.卜 βⅢ oN6グリッドで検出された。平面形状は円形で、直径28cm、 深さ27cmを測る。底

部の形状は平底である。埋土は 3層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、 2層 にぶい黄色粘性砂質土、

3層オリーブ褐色粘性砂質上である。

(遺物)1・ 2は土師器の椀である。

164号小穴 (SPl164)(第 572・ 573図 )

(遺構)Loc.卜 βⅢ
°N7グ リッドで検出された。平面形状は円形で、直径33cm、 深さ18cmを測る。底

部の形状は平底である。埋土は 3層 に分層され、 1層 にぶい責褐色粘性砂質土、 2層褐色粘性砂質土、

3層褐色粘性砂質上である。

(遺物)1は土師器の杯である。

182号小穴 (SPl182)(第 574。 575図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N6グ リッドで検出された。平面形状は円形で、北側をsPl181に 切られている。

残存値で直径33cm、 深さ5 cmを測る。底部の形状は平底である。埋土は2層 に分層され、 1層暗灰黄色

砂質土、 2層 にぶい責色砂質上である。

(遺物)1は土師器の椀である。 2は輔の羽口である。

262号小穴 (SP1262)(第 576・ 577図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・Q8グ リッドで検出された。

部の形状は九底である。埋土は 7層 に分層され、

責灰色粘性砂質土、 4層 にぶい黄色粘性砂質土、

土、 7層 にぶい黄色粘性砂質上である。

(遺物)1は土師器の椀である。

274号小穴 (SP1274)(第 578・ 579図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・Q7グ リッドで検出された。

部の形状は平底である。埋土は3層 に分層され、

暗灰責色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の杯である。

平面形状は円形で、直径34cm、 深さ36cmを測る。底

1層責灰色粘性砂質土、 2層黄灰色粘性砂質上、 3層

5層 にぶい黄色粘性砂質上、 6層 にぶい黄色粘性砂質

平面形状は円形で、直径37cm、 深さ18cmを測る。底

1層灰責色粘性砂質土、 2層灰責色粘性砂質土、 3層

275号小穴 (SP1275)(第 580・ 581図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・Q7グリッドで検出された。平面形状は円形で、直径30cm、 深さ31cmを測る。底

部の形状は平底である。埋土は2層 に分層され、 1層灰オリーブ粘性砂質土、 2層灰オリーブ粘性砂質

土である。

(遺物)1は土師器の小皿である。
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296号小穴 (SP1296)(第 582・ 583図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・08グ リッドで検出された。平面形状は円形で、直径29cm、 深さ14cmを 測る。底

部の形状は平底である。埋土は 3層 に分層され、1層黄褐色粘性砂質土、2層オリーブ褐色粘性砂質土、

3層責褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の小皿である。 2は土師器の鍋である。

301号小穴 (SP1301)(第 584・ 585図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・N8グリッドで検出された。平面形状は円形で、直径29cm、 深さ12cmを測る。底

部の形状は平底である。埋土は 3層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質上、 2層黄褐色砂質土、 3層 オ

リーブ褐色砂質土である。

(遣物)1は土師器の杯である。

308号小穴 (SP1308)(第 586・ 587図 )

(遺構)Loc.卜 βⅢ
°N8グリッドで検出された。平面形状は円形で、直径24cm、 深さ18cmを測る。底

部の形状は平底である。埋土は 3層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、 2層黄褐色粘性砂質土、 3層

オリーブ掲色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の椀である。

534号小穴 (SP1534)(第 588・ 589図 )

(遺構)Loc,1・ βⅣ・L5グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な五角形で、長軸56cm、 短軸

36cm、 深さ10cmを 測る。底部の形状は平底である。埋土は 3層 に分層され、 1層黄褐色砂質上、2層 に

ぶい黄褐色粘性砂質土、 3層 オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)1はスラグである。

e)溝

1号溝 (SD1001)(第590図 )

(遺構)Loc.1・ β Ⅲ o020グ リッド～Loc.1・ βⅣ・01グリッドにかけて検出された南北方向に延びる

溝である。規模は長さ3。 9m、 幅0,35m、 深さ0。 18mを測る。断面形状は逆台形である。埋土は黄褐色粘

性砂質土、 1層 である。

(遺物)図化可能な遣物は出上していない。

2号溝 (SD1002)(第591図 )                         ′

(遺構)Loc.1・ βⅣ・R2グ リッド～R3グ リッドにかけて検出された東西方向に延びる溝である。規

模は長さ3.4m、 幅0.44m、 深さ0.06mを測る。断面形状は船底状である。埋土は責褐色粘性砂質土、1層

である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。
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3号清 (SD1003)(第592図 )

(遺構)Loc.1・ βⅣ・R4グ リッド～Q4グ リッドにかけて検出された南北方向に延びる溝である。規

模は長さ6.Om、 幅0.49m、 深さ0.08mを測る。断面形状は船底状である。埋土は 2層 に分層され、1層黄

褐色粘性砂質土、 2層責褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

4号溝 (SD1004)(第593図 )

(遺構)Loc.1・ βⅣ・Klグ リッド～L5グ リッドにかけて検出された東西方向に延びる溝である。規

模は長さ17.4m、 幅0,43m、 深さ0.08mを測る。断面形状は船底状である。埋土はにぶい黄褐色シルト質

土、 1層である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

f)水田

水田 (S11001～ 1025)

(遺構)調査区グリッドの西狽1は Lラ イン、東側ではPラ インを境として、南側で検出された水田である。

調査区内においては大きく3段の緩やかな棚田状になっており、最下段部分、S11007～ 1025においては

水田の一区画がより小さくなる傾向がある。小畦畔の方位はN-3°―Wである。調査区内では灌漑用水

路は検出されていないため、給水方法については明確ではないが段差部分に水口とみられる窪みが何カ

所か認められるため、北側の上段部分から順に南側の下段に向かって水が張られてと考えられる。検出

された鋤跡は少ないが、東西方向を指向している。

(遺物)図化した遺物は第 1包含層出土として取 り扱っている。

② 第2遺構面 (第 594～ 615図 )
第 2遺構面からは土坑 7基、土墳墓 3基、小穴 8基、水田24枚が検出されている。遺構面は調査区グ

リッド西側はMラ イン、東側はPラ インを結ぶ線より南側で検出された。

a)土坑

2号土坑 (SK2002)(第 616・ 617図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L6グ リッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸98cm、 短軸49cm、 深さ20

cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は3層 に分層され、 1層責褐色粘性砂質土、2層 にぶい黄褐

色粘性砂質土、 3層オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)1・ 2は土師器の杯、 3は土師器の椀である。 4・ 5は土師器の小皿である。 6は須恵器の杯、

7は須恵器の椀である。

3号土坑 (SK2003)(第 618・ 619図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L7グリッドで検出された。平面形状は楕円形とみられ、南側は調査区外に延び

ている。残存値で長軸74cm、 短軸68cm、 深さ22cmを測る。埋土は3層 に分層され、 1層責褐色粘性砂質

土、 2層責褐色粘性砂質土、 3層オリーブ褐色粘性砂質土である。
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(遺物)1は土師器の小皿である。 2～ 4は須恵器の椀である。 5～ 11はスラグである。

4号土坑 (SK2004)(第 620。 621図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L7グリッドで検出された。平面形状は楕円形で、長軸104 cm、 短軸81cm、 深さ14

cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は4層 に分層され、 1層黄褐色粘性砂質土、2層オリーブ褐

色粘性砂質土、 3層 オリーブ褐色粘性砂質土、 4層黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)1はスラグである。

b)土墳墓

1号土渡墓 (ST2001)(第 622・ 623図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
oM8グリッドで検出された。平面形状は隅丸長方形で、長軸101cm、 短軸59cm、

深さ12cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は 3層 に分層され、 1層オリーブ褐色粘性砂質土、2

層黄褐色粘性砂質土、 3層 オリーブ褐色粘性砂質上である。

(遺物)1はスラグである。

2号土墳墓 (ST2002)(第 624・ 625図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ
,M8グ リッドで検出された。平面形状はやや不整形な隅丸長方形で、長軸110cm、

短軸96cm、 深さ17cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は 3層 に分層され、 1層 オリーブ褐色粘性

砂質土、 2層黄褐色粘性砂質土、 3層 にぶい責褐色粘性砂質上である。

(遺物)1はスラグである。

c)水田

水田 (S12001～ 2024)

(遺構)調査区グリッド西側はLラ イン、東側はPラ インを結んだ線より南狽1で検出された水田である。

調査区内においては第 1遺構面と同様に大きく3段の緩やかな棚田状になっており、最下段部分、

S12007～ 2024においては水田の一区画がより小さくなる傾向がある。小畦畔の方位はN-4°一Wで あ

る。水田内の小区画の形状が第 1遺構面 。第 2遣構面ともに似通つており、継続した水田経営が行われ

たものと考えられる。調査区内では濯漑用水路は検出されていないため、給水方法については明確では

ないが段差部分に水口とみられる窪みが何力所か認められるため、北側の上段部分から順に南側の下段

に向かって水が張られてと考えられる。検出された鋤跡は東西方向を指向している。

(遺物)図化した遺物は第 2包含層出土として取り扱っている。

③ 第3遺構面 (第626～ 647図 )
第 3遺構面からは小穴 2基、水田 5枚が検出されている。遺構面は調査区グリッドの西側はLラ イン、

東側はPラ インを結ぶ線を境として南側から検出された。
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a)水田

水田 (S13001～ S13005)

(遺構)調査区グリッドの西側はLラ イン、東側ではPラ インを境として、南側で検出された水田である。

調査区内においては大きく4段の緩やかな棚田状になっており、東西方向に帯状に拡がった大区画の水

田である。調査区内では灌漑用水路は検出されていないため、給水方法については明確ではないが段差

部分に水日とみられる窪みが何力所か認められるため、北側の上段部分から順に南側の下段に向かって

水が張られてと考えられる。検出された鋤跡は主に東西方向を指向している。

(遺物)図化した遺物は第 3包含層出土として取り扱っている。

④ 第4遺構面 (第648～ 669図 )
第 4遺構面からは土坑 3基、土墳墓 3基、小穴22基、溝 3条、水田 7枚が検出された。遺構面は調査

区グリッドの西側はKラ イン、東側はPラ インを結ぶ線を境として南側から検出された。

a)土坑

2号土坑 (SK4002)(第 670図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L9グ リッドで検出された。平面形状はほぼ円形で、直径90cm、 深さ15cmを測る。

断面形状は不整形な船底状である。埋土は 3層 に分層され、 1層 にぶい責褐色粘性砂質土、 2層責褐色

粘性砂質土、 3層 にぶい黄色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

3号土坑 (SK4003)(第 671図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・L9グリッドで検出された。平面形状はやや不整形な楕円形で、長軸104cm、 短軸

60cm、 深さ14cmを 測る。断面形状は船底状である。埋土は2層 に分層され、1層 にぶい責褐色粘性砂質

土、 2層責褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

b)土娠墓

1号土境墓 (ST4001)(第 672図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・K5グ リッドで検出された。平面形状は隅九長方形で、長軸96cm、 短軸55cm、 深

さ6 cmを 測る。断面形状は浅い船底状である。埋土は2層 に分層され、 1層 にぶい黄褐色粘性砂質土、

2層黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

2号土境墓 (ST4002)(第 673図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・J5グリッドで検出された。平面形状はやや不整形な楕円形で、長軸102cm、 短軸

68cm、 深さ19cmを測る。断面形状は逆台形である。埋土は2層 に分層され。 1層黄褐色粘性砂質土、2

層にぶい黄褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。
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3号土境墓 (ST4003)(第 674図 )

(遣構)Loc.1・ βⅢ・L8グリッドで検出された。平面形状は楕円形で、南東隅をsK4002に切られてい

る。残存値で長軸174cm、 短軸95cm、 深さ24cmを 測る。断面形状は逆台形である。埋土は 3層 に分層さ

れ、 1層 にぶい黄褐色粘性砂質上、 2層黄掲色粘性砂質上、 3層 にぶい責色粘性砂質上である。上面に

握り拳大の砂岩礫を多く含んでいる。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

c)溝

1号溝 (SD4001)(第675図 )

(遺構)Loc。 1・ βⅢ・L4グ リッド～L5グ リッドにかけて検出された東西方向に延びる溝である。規

模は長さ2.4m、 幅0.83m、 深さ0.08mを測る。断面形状は浅い船底状である。埋土は褐色粘性砂質土、1

層である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

2号清 (SD4002)(第676図 )

(遺構)Loc,1・ βⅢ・L9グ リッド～L10グ リッドにかけて検出された東西方向に延びる溝である。規

模は長さ1.6m、 幅0.44m、 深さ0.16mを測る。断面形状は逆台形である。埋土は2層 に分層され、1層 に

ぶい黄褐色粘性砂質土、 2層黄褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

3号溝 (SD4003)(第677・ 678図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・K6グ リッド～L14グ リッドにかけて検出された東西方向に延びる溝である。規

模は長さ40.3m、 幅0.8m、 深さ0,09mを測る。断面形状は浅い船底状である。埋土は2層 に分層され、1

層にぶい責褐色粘性砂質上、 2層 にぶい責褐色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の杯である。

d)水田

水田 (SИ001～4007)

(遺構)調査区グリッドの西側はKラ イン、東側ではPラ インを境として、南側で検出された水田であ

る。調査区内においては大きく4段の緩やかな棚田状になっており、東西方向に帯状に拡がつた大区画

の水田である。調査区内では灌漑用水路は検出されていないため、給水方法については明確ではないが

段差部分に水口とみられる窪みが何力所か認められるため、北側の上段部分から順に南側の下段に向

かって水が張られてと考えられる。検出された鋤跡は主に東西方向を指向している。

(遺物)図化した遺物は第 4包含層として取 り扱っている。

⑤ 第5遺構面 (第679～ 700図 )
第 5遺構面からは土坑 1基、小穴24基、柵列 2基、水田 1枚が検出されている。遺構面は調査区グ

リッドの西側はKラ イン、東側はLラ インを結んだ線より南側で検出された。
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a)柵 列

1号 4冊列 (SG5001)

(遺構)Loc.1・ βⅢ・Ⅳグリッドに位置し、調査区グリッドのH～ 」ラインで検出された。東西方向に

延びる柵列である。杭間の距離は短いもので0.44m、 長いもので8,88mを測る。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

2号柵列 (SG5002)

(遺構)Loc.1・ βⅣグリッドに位置し、調査区グリッドの I～ 」ラインで検出された。東西方向に延び

る柵列である。杭間の距離は短いもので2.63m、 長いもので2.88mを測る。

(遣物)図化可能な遺物は出上していない。

b)溝

1号清 (SD5001)(第701図 )

(遺構)Loc.1・ β Ⅲ oH12グ リッド～G12グ リッドにかけて検出された南北方向に延びる溝である。規

模は長さ11.4m、 幅0.28m、 深さ0.05mを 測る。断面形状は浅い船底状である。埋土は責褐色粘性砂質

上、 1層である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

2号溝 (SD5002)(第702図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・H12グ リッド～F12グ リッドにかけて検出された南北方向に延びる溝である。規

模は長さ5.4m、 幅0.33m、 深さ0.06mを測る。断面形状は浅い船底状である。埋土は黄褐色粘性砂質上、

1層である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

c)水田

水田 (S15001)

(遺構)調査区グリッドの西側はKラ イン、東側ではLラ インを境として、南側で検出された水田であ

る。調査区内においては明確な畦畔が確認できなかった大区画の水田である。調査区内では潅漑用水路

は検出されていないため、給水方法については明確ではないが、北側の上段部分から順に南側の下段に

向かって水が張られてと考えられる。検出された鋤跡は主に東西方向を指向している。

(遺物)図化した遺物は第 5包含層として取 り扱っている。

③ 第6遺構面 (第 703～ 723図 )
第 6遺構面からは小穴32基、柵列 2基、溝 3条、水田 5枚が検出されている。遺構面は調査区のグ

リッド西側はKラ イン、東側はLラ インを結んだ線より南狽1で検出された。

―- 20 -―



a)柵夢U

l提1柵夢J(SG6001)

(遺構)Loc.1・ βⅢ・Ⅳグリッドに位置し、調査区グリッドの I～ Kラ インで検出された。東西方向に

延びる柵列である。杭間の距離は短いもので0,75m、 長いもので7.63mを測る。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

2号お冊列 (SG6002)

(遺構)Loc.1・ βⅣグリッドに位置し、調査区グリッドのH～ 」ラインで検出された。東西方向に延び

る柵列である。杭間の距離は短いもので0.38m、 長いもので6.Omを測る。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

b)清

1号清 (SD6001)(第724・ 725図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・15グ リッド～K17グ リッド、Loc.1・ βⅣ・Klグリッド～L5グ リッドにかけて

検出された東西方向に延びる溝である。断面形状は浅い船底状である。規模は長さ83.6m、 幅1,18m、 深

さ0.14mを測る。埋土は 5層 に分層され、1層黄褐色粘性砂質上、2層黄褐色粘性砂質土、3層褐色粘性

砂質土、 4層 オリーブ褐色粘性砂質土、 5層黄掲色粘性砂質土である。

(遺物)1は土師器の椀である。 2は須恵器の重である。

2号清 (SD6002)(第726図 )

(遺構)Loc.1・ βⅣ・H3グ リッド～H5グ リッドにかけて検出された東西方向に延びる溝である。規

模は長さ9.9m、 幅0.69m、 深さ0。 1lmを測る。断面形状は浅い船底状である。埋土は3層 に分層され、1

層黄褐色粘性砂質土、 2層褐色粘性砂質土、 3層オリーブ褐色粘性砂質土である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

3号溝 (SD6003)(第727図 )

(遺構)Locユ ・βⅣ・K5グ リッド～G5グ リッドにかけて検出された南北方向に延びる溝である。規

模は長さ22.9m、 幅0,41m、 深さ0.25mを測る。断面形状は逆台形である。埋土は 3層 に分層され、 1層

黄褐色粘性砂質上、 2層褐色粘性砂質土、 3層オリーブ褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

c)水田

水田 (S16001～ 6005)

(遺構)調査区グリッドの西側はKラ イン、東側ではLラ インを境として、南側で検出された水田であ

る。調査区内においては明確な畦畔が確認できなかった大区画の水田である。調査区内では灌漑用の水

路はSD6001～ 6003が該当すると考えられる。給水方法は北側の上段部分から順に南側の下段に向かっ

て水が張られてと考えられる。検出された鋤跡は上段部分では主に東西方向を、下段部分では南北方向

を指向している。
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(遺物)図化した遺物は第 6包含層として取り扱っている。

② 第7遺構面 (第728～ 741図 )
第 7遺構面からは小穴 9基、溝 2条、水田 5枚が検出されている。

a)溝

1号溝 (SD7001)(第馳2図 )

(遺構)Loc.1・ βⅢ・17グ リッド～G7グ リッドにかけて検出された南北方向に延びる溝である。規模

は長さ12.61n、 幅0.3m、 深さ0.09mを測る。断面形状は浅い船底状である。埋土は 2層 に分層され、1層

灰責色粘性砂質土、 2層黄褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出土していない。

2号溝 (SD7002)(第743図 )

(遺構)Loc■・βⅢ・J10グ リッド～F10グ リッドにかけて検出された南北方向に延びる溝である。規模

は長さ21.9m、 幅0.85m、 深さ0.09mを測る。断面形状は浅い船底状である。埋土は 1層灰責色粘性砂質

土、 2層責褐色粘性砂質上である。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

b)水田

水田 (S17001～ 7005)

(遺構)調査区グリッドの西側はKラ イン、東側ではLラ インを境として、南側で検出された水田であ

る。調査区内においては明確な畦畔が確認できなかった大区画の水田である。調査区内では灌漑用水路

は検出されていないため、給水方法については明確ではないが、北側の上段部分から順に南側の下段に

向かって水が張られてと考えられる。検出された鋤跡は主に東西方向を指向している。

(遺物)図化可能な遺物は出上していない。

③ 包含層出土遺物 (第密4～ 760図 )
第密4～ 750図 は第 1包含層より出土した遺物である。第744図 1～ 9は土師器の杯である。10～ 12は

土師器の椀である。13～ 20は土師器の小皿である。第744図 21～ 25、 第留5図 1・ 2は土師器の金である。

3～ 5は土師器の金の脚部である。 6～ 10は土師器の鍋である。第盈6図 1～ 8は土師器の情鉢である。

9,10は須恵器の杯である。11～ 17は須恵器の椀である。第747図 1,2は須恵器の小皿である。 3は須

恵器の壷である。 4は須恵器の甕である。 5～ 7は須恵器の鉢である。 8,9は須恵器の悟鉢である。

10は陶器の椀である。11・ 12は陶器の小皿である。13は陶器の甕である。第盈8図 1～ 3は陶器の悟鉢で

ある。 4～ 11は青磁の碗である。12～ 17は 白磁の碗である。第盈9図 1～ 3は磁器の皿である。 4～ 9

は磁器の碗である。10～ 18は染付の碗である。19は土師質の平瓦である。第750図 1は瓦質の平瓦であ

る。 2・ 3は土錘である。 4は泥岩製の砥石である。 5。 6は鉄製の刀子である。 7～ 13は鉄製の釘で

ある。14は銅製の匙である。15。 16は銅銭である。15は熙寧元費 (北宋・1068年初鋳 )、 16は銭種不明で

ある。
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第751～ 753図 は第 2包含層中より出土した遺物である。第751図 1～ 3は土師器の杯である。 4～ 6

は土師器の椀である。 7～ 14は土師器の小皿である。15。 16は土師器の釜である。17は土師器の橋鉢、

18は土師器の鉢である。19～ 22は黒色土器の椀である。第751図 23～ 27、 第752図 1～ 5は須恵器の椀で

ある。第752図 6・ 7は須恵器の小皿である。 8・ 9は須恵器の甕である。10は陶器の悟鉢である。11～

13は 白磁の碗である。14～ 16は白磁の皿である。第753図 1は土師質の平瓦である。 2は土錘である。

3は鉄製の鎌である。 4は蕨手状の鉄製品である。 5,6は鉄製の刀子である。 7～ 16は鉄製の釘であ

る。17は板状の銅製品である。

第754～ 756図 は第 3包含層中より出土した遺物である。第754図 1～ 6は土師器の杯である。 7・ 8は

土師器の椀である。 9,10は 土師器の小皿である。11は土師器の脚台付の小皿である。12～ 14は土師器

の金である。15は土師器の情鉢である。第755図 1～ 3は須恵器の椀である。 4は須恵器の小皿である。

5は須恵器の壼である。 6は須恵器の鉢である。 7～ 10は白磁の碗である。11は白磁の皿である。12は

須恵質の平瓦である。第756図 1・ 2は土錘である。 3は輔の羽口である。 4は鎖状の鉄製品、 5は藝状

の鉄製品、 6は鉄製の釘である。

第757'758図 は第 4包含層中より出土した遺物である。第757図 1は土師器の杯である。 2～ 6は土師

器の椀である。 7～ 10は土師器の小皿である。11。 12は黒色土器の椀である。13～ 15は白磁の碗である。

16は土錘である。17・ 181ま輔の羽口である。第758図 1は鉄鏃である。 2・ 3は棒状の鉄製品である。4

は鉄製の釘である。

第759図 は第 5包含層中より出上した遺物である。 1・ 2は土師器の椀である。 3は土師器の脚台付の

皿である。 4は土師器の小皿である。 5は土師器の金である。 6は土師器の釜の脚部である。 7は土師

器の鉢である。 8～ 12は須恵器の椀である。13は疑灰岩製の砥石である。

第760図 は第 6包含層中より出土した遣物である。 1は土師器の杯である。 2は土師器の脚台付の皿

である。 3～ 5は土師器の椀である。 6は土師器の鍋である。 7は土師器の情鉢である。 8～ 12は須恵

器の椀である。13は須恵器の壺である。14土は白磁の碗である。15は土錘である。16は凝灰岩製の紡錘

車である。17は鉄製の鎌である。
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第693図 鳥井地区第5遺構面配置図⑮ (1/100)
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第694図 鳥井地区第5遺構面配置図⑬ (1/100)
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第695図 鳥井地区第5遺構面配置図⑦ (1/100)

-194-



第696図 鳥井地区第5遺構面配置図⑬ (1/100)
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第697図 鳥井地区第5遺構面配置図⑩ (1/100)
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第700図 鳥井地区第5遺構面配置図② (1/100)
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第703図 鳥井地区第6遺構面配置図② (1/100)
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第704図 鳥井地区第0遺構面配置図③ (1/100)
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第705図 鳥井地区第6遺構面配置図④ (1/100)
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第706図 鳥井地区第6遺構面配置図⑤ (1/100)
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第707図 鳥井地区第6遺構面配置図⑥ (1/100)
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第709図 鳥井地区第6遺構面配置図③ (1/100)
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第710図 鳥井地区第6遺構面配置図③ (1/100)
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第711図 鳥井地区第6遺構面配置図⑩ (1/100)
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第712図 鳥井地区第6遺構面配置図① (1/100)
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第713図 鳥井地区第6遺構面配置図⑫ (1/100)
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第714図 鳥井地区第6遺構面配置図⑬ (1/100)
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第715図 鳥井地区第6遺構面配置図⑭ (1/100)
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第716図 鳥井地区第6遺構面配置図⑮ (1/100)
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第717図 鳥井地区第6遺構面配置図⑭ (1/100)
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第718図 鳥井地区第6遺構面配置図⑦ (1/100)
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第719図 鳥井地区第6遺構面配置図⑬ (1/100)
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第720図 鳥井地区第6遺構面配置図⑩ (1/100)
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第721図 鳥井地区第6遺構面配置図⑩ (1/100)
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第728図 鳥井地区第7遺構面配置図① (1/100)
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第729図 鳥井地区第7遺構面配置図③ (1/100)
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第731図 鳥井地区第7遺構面配置図⑥ (1/100)
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第732図 鳥井地区第7遺構面配置図③ (1/100)
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第733図 鳥井地区第7遺構面配置図⑩ (1/100)
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第734図 鳥井地区第7遺構面配置図① (1/100)
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第735図 鳥井地区第7遺構面配置図② (1/100)
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第736図 鳥井地区第7遺構面配置図⑬ (1/100)
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第737図 鳥井地区第7遺構面配置図⑫ (1/.100)
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第738図 鳥井地区第7遺構面配置図⑬ (1/100)
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第739図 鳥井地区第7遺構面配置図⑬ (1/100)
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第740図 鳥井地区第7遺構面配置図⑩ (1/100)
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